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播
曽
折
と
い
う
人
物
は
、
農
法
研
究
の
面
に
於
て
、
区
種
法
（
区
旧
法
と
も
い
う
）
の
提
川
者
と
し
て
知
ら
れ
、
一
方
、
ア
ヘ
ン
戦
争
の
研

究
史
上
に
於
て
一
時
注
目
さ
れ
た
結
社
で
あ
る
、
宣
南
詩
社
の
同
人
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
一
見
、
次
元
を
異
に
す
る
こ
の
二
面
が
、
一

人
物
の
中
で
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
た
の
か
、
彼
の
生
涯
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
え
て
ゑ
た
い
。
こ
れ
は
同
時
に
、
清
代
郷
紳
の
行

動
様
式
を
知
る
た
め
の
一
素
材
を
提
供
す
る
作
業
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

１
家
系

（
１
）

幽
日
折
の
属
す
る
播
氏
は
、
清
代
蘇
州
地
方
に
於
て
著
名
な
一
族
で
あ
っ
た
。
そ
の
川
向
は
安
徽
省
款
県
大
阜
村
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
新
安

商
人
の
出
身
で
あ
る
。
曽
祈
よ
り
数
え
て
六
代
前
、
景
文
の
と
ぎ
に
蘇
州
府
呉
県
に
定
着
し
た
。
五
代
下
っ
て
世
恩
と
な
る
。
彼
は
内
閣
大
学

士
、
軍
機
大
臣
（
兼
任
）
等
を
務
め
、
中
央
政
界
で
長
期
に
亘
っ
て
活
躍
し
た
。
曽
折
は
世
恩
の
長
男
で
あ
る
。

播
氏
は
曽
折
の
祖
父
の
世
代
か
ら
進
士
一
一
人
、
父
の
世
代
か
ら
、
世
恩
を
含
め
て
進
士
二
人
、
曽
派
の
同
世
代
か
ら
、
進
士
二
人
、
曽
折
自

身
を
含
め
て
、
挙
人
一
一
一
人
、
彼
の
子
の
世
代
か
ら
、
進
士
一
人
、
挙
人
二
人
を
、
そ
れ
ぞ
れ
輩
出
し
て
い
る
。
曽
脈
の
死
後
に
な
る
が
、
彼
の

異
母
弟
曽
璋
は
、
太
平
天
国
よ
り
蘇
州
地
方
を
奪
回
す
る
た
め
、
漏
桂
芥
ら
と
画
策
し
た
。
甥
の
祖
蔭
は
工
部
尚
書
と
な
り
、
ま
た
金
石
文
の

酒
曽
折
に
つ
い
て
（
山
名
）

は
じ
め
に

播
曽
折
に
つ

経
歴

ｌ
清
末
江
南
の
一
郷
紳
Ｉ い

て

山
名
弘
史
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３
北
京
時
代

道
光
元
年
五
月
、
北
京
に
於
て
、
曽
折
は
誘
わ
れ
て
宣
南
詩
會
に
参
加
し
た
。
こ
の
集
ま
り
は
一
般
に
は
宜
南
誹
社
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
謝

（
４
）

正
光
「
宣
南
詩
社
考
」
に
よ
れ
ば
、
一
旦
南
詩
社
の
前
身
は
、
嘉
慶
一
九
年
（
一
八
一
円
）
、
董
國
華
等
一
一
一
一
人
が
参
加
し
て
発
足
し
た
消
寒
詩

会
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
宣
南
詩
会
（
詩
社
）
と
名
を
改
め
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
む
し
ろ
潜
曽
折
の
加
入
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
の
北

京
に
於
け
る
寓
川
が
宣
武
坊
の
南
に
あ
り
、
そ
こ
で
詩
会
が
催
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
に
、
「
宣
南
」
の
名
が
冠
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。
彼
の
加
入
時
、
成
員
は
全
部
で
九
名
で
あ
っ
た
。
消
寒
誌
会
の
成
員
の
う
ち
劉
嗣
紺
は
既
に
亡
く
、
黄
安
濤
、
胡
承
鋲
、
周

之
埼
、
陶
酎
、
李
彦
章
の
四
人
は
地
方
に
赴
任
し
て
お
り
、
残
り
の
八
名
に
杵
折
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
詩
社
が
い
つ
ま
で
存
続
し

た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
会
に
名
を
連
ね
た
人
物
は
消
窯
『
詩
会
の
時
期
を
含
め
て
合
計
二
四
名
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
も
常
に
出
入
が
あ
っ

２
生
い
立
ち

曽
派
は
乾
降
五
七
年
（
一
七
九
一
一
）
三
月
、
蘇
州
城
内
の
呉
除
に
属
す
る
区
画
（
附
郭
）
内
、
馬
瞥
科
巷
に
於
て
、
世
恩
の
長
男
と
し
て
生

（
２
）

れ
た
。
時
に
世
恩
は
満
一
一
一
二
才
。
十
日
も
し
な
い
う
ち
に
母
、
訓
氏
が
没
し
た
。
し
た
が
っ
て
彼
以
後
に
雌
れ
た
弟
た
ち
は
す
べ
て
異
母
弟
で

あ
る
。
こ
の
時
、
祖
父
突
基
は
四
七
才
、
健
在
で
あ
っ
た
。

当
時
の
読
書
人
の
家
柄
の
例
に
も
れ
ず
、
曽
折
は
幼
い
時
か
ら
科
挙
の
試
験
に
向
け
て
勉
強
し
、
嘉
慶
一
七
年
（
一
八
一
二
）
、
生
員
と
な

っ
た
。
次
い
で
一
一
一
年
（
一
八
一
六
）
、
江
寧
（
南
京
）
に
お
け
る
郷
試
に
合
格
し
て
挙
人
と
な
っ
た
。
翌
年
、
進
士
と
な
る
べ
く
、
北
京
に

お
け
る
会
試
に
応
じ
た
が
不
合
格
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
二
四
年
、
一
一
五
年
に
も
応
試
し
た
が
不
合
格
。
二
五
年
、
父
世
恩
の
援
助
で
、
寄
付

（
３
）

に
よ
っ
て
内
閣
中
書
の
職
を
得
た
。
翌
道
光
一
兀
年
（
一
八
二
一
）
、
妻
子
を
連
れ
て
北
京
に
到
り
、
内
閣
中
書
の
職
務
を
始
め
た
。
こ
れ
は
五

日
に
一
度
の
川
仕
で
あ
っ
た
。
時
に
満
二
九
才
ｐ
こ
れ
以
後
、
道
光
四
年
一
月
に
帰
郷
す
る
ま
で
の
間
、
北
京
に
副
ま
る
こ
と
と
な
る
。
短
か

く
は
あ
っ
て
も
、
彼
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
一
時
期
と
な
る
。

研
究
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

法
政
史
学
第
三
十
七
号

二
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て
、
二
四
名
が
一
蹴
に
会
す
る
と
い
う
こ
と
ば
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
会
員
の
ほ
と
ん
ど
は
実
職
を
求
め
て
北
京
に
待
機
中
の
者
で

あ
っ
た
り
、
地
方
官
在
任
の
ま
ま
公
用
で
一
時
上
京
し
て
き
た
者
で
あ
っ
た
り
し
た
か
ら
で
あ
る
。
二
四
人
の
生
年
は
一
七
六
二
年
か
ら
一
八

○
一
年
に
わ
た
っ
て
お
り
、
播
曽
折
は
若
い
方
か
ら
二
番
目
で
あ
っ
た
。

宣
南
詩
社
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
こ
の
詩
社
に
黄
爵
滋
、
愛
、
珍
、
魏
源
等
が
加
入
し
て
い
た
と
し
て
、
ア
ヘ
ン
戦
争
の
時
の
い
わ
ゆ
る

（
５
）

「
抵
抗
派
」
の
拠
点
で
あ
っ
た
と
の
説
が
あ
っ
た
が
、
右
の
一
一
一
人
が
詩
社
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
を
明
証
す
る
記
録
は
な
く
、
ま
た
詩
会
で
応

酬
さ
れ
、
記
録
に
残
さ
れ
た
詩
文
か
ら
見
る
限
り
、
特
定
の
政
治
的
主
張
が
論
ぜ
ら
れ
た
と
は
思
わ
れ
ず
、
文
学
サ
ロ
ン
的
な
も
の
で
あ
っ
た

し
か
し
播
曽
折
に
と
っ
て
、
こ
の
詩
社
に
参
加
し
た
こ
と
は
彼
の
後
半
生
に
お
い
て
大
き
な
意
義
を
も
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
詩
社
に
は
陶
樹
、

林
則
徐
、
梁
章
釦
、
李
彦
章
ら
が
参
加
し
て
お
り
、
彼
等
は
い
ず
れ
も
地
方
官
の
経
歴
の
一
時
期
、
江
南
地
方
に
深
く
か
か
わ
っ
た
人
物
で
あ

（
７
）

り
、
ま
た
実
学
的
な
思
想
を
身
に
付
け
て
い
た
。
苗
口
派
は
彼
等
か
ら
直
接
・
川
接
に
思
想
的
影
響
を
受
け
る
機
会
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

曽
折
は
道
光
一
一
年
（
一
八
一
一
二
）
に
も
会
試
を
受
け
た
。
四
度
Ｈ
の
応
試
で
あ
る
。
こ
の
時
も
不
合
格
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
国
史
館
分
校

（
８
）

（
点
検
・
校
正
係
）
と
な
っ
た
。
翌
一
二
年
の
会
試
に
も
不
合
格
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
一
一
月
、
一
時
上
京
し
て
き
た
江
蘇
按
察
使
林
則
徐
と
会

い
、
林
が
こ
の
年
の
江
南
の
荒
災
に
対
し
て
果
し
た
功
績
を
称
え
て
詩
六
杵
を
贈
っ
た
。
現
存
の
記
録
か
ら
見
る
限
り
、
こ
の
時
が
初
対
面
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
林
則
徐
は
曽
折
の
父
世
恩
か
ら
陰
に
陽
に
支
持
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

五
回
目
の
会
試
不
合
格
の
後
、
道
光
四
年
正
月
、
彼
は
蘇
州
に
帰
郷
し
、
以
後
官
職
を
求
め
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
宿
場
で
立
回
る
に
は
向

（
９
）

い
て
い
な
い
己
の
性
格
を
考
膳
え
た
た
め
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
年
十
月
、
祖
父
突
基
が
没
し
た
。
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
、
曽
派
は
父
世
恩
に
代
っ
て
家
を
守
る
役
割
を
負
う
こ
と
と
な
っ
た
。

（
６
）

と
一
一
一
戸
わ
れ
る
。

４
帰
郷
後

帰
郷
し
た
翌
年
の
道
光
五
年
（
一
八
二
五
）
、
彼
は
肺
疾
を
思
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
仏
教
に
帰
依
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
ち
な
ん
で

（
Ⅲ
）

「
小
浮
山
人
」
と
号
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

播
曽
折
に
つ
い
て
（
山
名
）

一一一
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道
光
八
年
、
蘇
州
城
の
婁
門
の
郊
外
に
於
て
、
は
じ
め
て
区
極
法
を
試
行
し
、
大
い
に
豊
収
を
得
た
と
い
う
。
こ
の
時
曽
祈
の
勧
め
に
よ
っ

（
、
）

て
こ
れ
を
実
行
し
た
の
は
、
弼
繼
、
Ｈ
、
苑
一
一
一
喜
、
張
秀
、
壬
阿
二
と
い
う
川
名
の
佃
戸
で
あ
っ
た
と
い
う
。
酌
Ｈ
折
は
彼
等
に
賞
与
と
し
て
銀
両

を
与
え
、
ま
た
蘇
州
府
知
府
の
命
徳
淵
に
申
請
し
て
、
知
府
か
ら
も
賞
与
と
激
励
の
言
葉
と
を
与
え
て
も
ら
う
よ
う
取
り
計
ら
っ
た
。
こ
れ
は

区
種
法
の
存
在
を
広
く
一
般
に
知
ら
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

翌
道
光
九
年
、
蘇
州
城
の
封
川
の
郊
外
に
於
て
、
再
び
区
種
法
を
試
行
し
、
さ
ら
に
そ
の
農
法
の
要
点
を
「
直
識
三
十
二
條
」
と
し
て
定
め

た
。
こ
れ
が
後
に
曽
折
の
著
書
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
『
豊
豫
荘
本
書
』
中
に
収
め
ら
れ
、
播
曽
折
の
区
種
法
と
し
て
知
ら
れ
る
も
と
に
な
っ
た

（
Ⅲ
）

も
の
で
あ
る
。
こ
の
年
に
は
、
函
Ｈ
折
に
賛
同
し
て
、
副
貢
生
の
沈
伝
桂
、
歳
一
瓜
生
の
尤
繊
鋲
・
沈
乗
鉦
・
彰
緬
燦
ら
が
試
行
し
て
い
る
。
彼
等

（
Ｍ
）

は
読
聿
川
人
で
あ
り
、
従
前
か
ら
閉
Ｈ
折
と
交
流
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
城
外
の
葉
姓
・
呉
姓
の
者
も
試
行
し
た
と
い
う
。
彼
等
は
お
そ
ら
く
い
ず
れ

も
地
主
で
あ
っ
て
、
そ
の
所
有
地
の
佃
戸
に
勧
め
て
こ
れ
を
行
な
わ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

道
光
一
○
年
（
一
八
三
○
）
、
蘇
州
近
郊
の
堯
峰
山
の
農
民
の
請
い
に
よ
り
、
興
桶
塘
川
を
一
一
一
鬼
（
お
よ
そ
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
に
わ
た

っ
て
溶
修
し
た
。
川
知
の
ご
と
く
、
江
南
地
方
は
無
数
の
、
然
河
川
お
よ
び
人
工
の
ク
リ
ー
ク
に
よ
っ
て
腱
業
化
産
や
交
通
が
成
り
立
っ
て
い

る
地
域
で
あ
っ
て
、
こ
れ
の
補
修
が
必
須
の
事
業
で
あ
っ
た
。
明
末
以
来
、
地
主
の
在
地
性
が
薄
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
補
修
が
な
お
ざ
り
に

さ
れ
る
き
ら
い
が
あ
り
、
清
代
近
光
期
に
お
い
て
も
重
大
問
題
で
あ
っ
た
。
林
則
徐
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
向
は
、
主
要
河
川
の
溶
修
に
腐
心

し
、
地
主
、
郷
紳
ら
の
一
部
は
枝
河
や
ク
リ
ー
ク
の
補
修
に
努
め
た
。
興
福
塘
河
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

一
三
年
（
一
八
一
一
一
一
一
一
）
、
こ
の
年
の
田
租
を
全
免
し
た
。
こ
の
年
は
長
雨
に
よ
る
記
録
的
な
不
作
で
あ
っ
て
、
江
蘇
巡
撫
で
あ
っ
た
林
則
徐

（
応
）

は
地
丁
銀
、
漕
糧
等
の
減
免
・
徴
収
延
期
を
願
う
上
奏
を
し
ば
し
ば
川
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
江
南
地
方
の
地
主
も
、
そ
の
多
く
は
ほ
と
ん

ど
収
租
不
能
の
状
態
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
二
、
一
一
一
年
に
一
度
の
旱
療
に
よ
る
不
作
は
当
時
恒
常
化
し
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
’
’
一
一
年

道
光
七
年
、
父
世
恩
か
ら
分
授
さ
れ
た
二
千
五
百
畝
の
田
を
も
っ
て
豊
豫
義
荘
な
る
義
荘
を
設
け
た
。
こ
の
義
荘
の
目
的
は
、
不
作
の
年
の

窮
民
救
済
で
あ
っ
た
り
、
善
挙
（
「
福
祉
」
事
業
）
で
あ
っ
た
り
す
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
運
営
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
は
残
さ
れ

（
、
）

て
い
な
い
。
し
か
し
、
後
述
す
る
区
種
法
の
実
験
は
、
ま
さ
に
こ
の
義
荘
に
属
す
る
義
荘
田
と
、
そ
こ
に
於
け
る
耕
作
者
Ⅱ
佃
一
Ｐ
と
を
も
と
に

て
い
な
い
。
し
か
し
、
後
述
｛

し
て
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

道
光
八
年
、
蘇
州
城
の
婁
叩

て
こ
れ
を
実
行
し
た
の
は
、
未

法
政
史
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の
大
凶
作
は
、
地
方
官
、
地
主
ら
を
し
て
水
利
灌
概
、
救
荒
対
策
、
農
業
技
術
改
良
、
税
糧
の
減
額
（
い
わ
ゆ
る
減
賦
）
上
奏
等
の
実
行
を
急

が
せ
る
原
因
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
恥
）

翌
一
四
年
、
堯
峰
山
の
ふ
も
と
に
於
て
、
ま
た
も
区
種
法
を
試
行
。
ま
た
こ
の
年
正
月
、
「
璽
早
豫
荘
誘
種
糧
歌
」
を
刊
行
し
た
。
こ
れ
は
彼

の
提
唱
す
る
区
種
法
の
要
諦
を
口
調
の
よ
い
歌
に
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
区
種
法
こ
そ
が
前
年
の
よ
う
な
天
候
不
順
に
よ
る
不
作
を
も
克
服
す

る
鼓
良
の
方
法
で
あ
る
と
の
信
念
か
ら
出
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
課
耕
会
な
る
も
の
を
作
っ
て
規
約
を
定
め
、
区
種
法
の
普
及
に
賛
同
す
る

（
Ⅳ
）

者
を
募
っ
て
い
る
。
な
お
堯
峰
山
は
前
出
の
興
福
塘
の
ほ
か
に
、
播
氏
の
墓
地
も
あ
る
な
ど
、
由
日
折
に
ゆ
か
り
の
深
い
場
所
で
あ
っ
た
。

道
光
一
二
年
（
一
八
四
一
）
七
月
、
ア
ヘ
ン
戦
争
に
お
い
て
と
っ
た
処
置
を
非
難
さ
れ
て
欽
差
大
臣
を
罷
免
さ
れ
、
伊
建
に
赴
か
さ
れ
る
途
一

中
の
林
則
徐
に
蘇
州
に
於
て
面
会
し
、
詩
を
応
酬
し
た
。
道
光
三
年
の
初
対
面
、
一
一
一
年
六
月
蘇
州
に
林
が
江
蘇
巡
撫
と
し
て
着
任
し
、
一
六

年
一
二
月
蘇
州
を
離
れ
る
ま
で
の
五
年
間
、
公
私
に
わ
た
っ
て
交
流
の
深
か
っ
た
両
者
の
Ⅳ
会
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
事
実
は
江
南
地
方
に

お
け
る
林
則
徐
の
根
強
い
人
気
、
官
民
の
間
に
お
け
る
支
持
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
一
一
一
一
口
え
よ
う
。

道
光
二
八
年
（
一
八
四
八
）
、
四
た
び
区
種
法
を
封
門
（
前
出
）
外
の
尹
山
に
於
て
試
行
。

威
豊
一
一
年
（
一
八
五
二
）
一
二
月
、
太
平
天
国
の
興
起
が
西
か
ら
伝
え
ら
れ
、
世
情
騒
然
た
る
中
、
没
し
た
。
満
六
○
才
、
父
世
恩
は
存
命

（
補
註
）

中
で
、
北
一
爪
に
於
て
、
日
折
の
死
を
知
ら
さ
れ
た
。
世
恩
は
四
年
に
没
し
た
。

以
上
が
曽
折
の
略
歴
で
あ
る
が
、
彼
の
生
涯
は
前
半
の
三
一
年
間
を
思
想
の
形
成
期
、
後
半
の
一
一
九
年
間
を
郷
紳
と
し
て
の
活
躍
期
、
と
分

け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
二
期
が
別
個
の
も
の
で
は
な
く
、
前
者
に
於
て
作
ら
れ
た
交
遊
関
係
が
、
後
者
に
お
け
る
活

動
を
多
く
規
定
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
点
に
、
彼
の
生
涯
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
彼
の
後
半
生
の
う
ち
、
彼
が
最
も
意
を
注
ぎ
、
義
荘
の
田
や
資
金
を
傾
注
し
、
折
に
ふ
れ
て
は
友
人
と
の
詩
文
の
応
酬
の
中
に
ま

で
歌
い
込
ん
だ
、
区
種
法
と
い
う
も
の
の
意
義
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

播
曽
折
に
つ
い
て
（
山
名
）

区
種
法
な
い
し
区
田
法
と
呼
ば
れ
る
農
法
は
、
漢
代
以
来
数
種
の
も
の
が
知
ら
れ
、
そ
の
農
業
技
術
上
の
特
徴
も
先
人
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ

二
藩
曽
派
の
区
種
法

五
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（
岨
）

て
き
た
が
、
大
胆
に
要
約
し
て
一
一
一
一
口
え
ば
、
区
種
法
は
本
来
華
北
に
於
け
る
灌
概
畑
作
農
法
の
一
つ
と
し
て
考
案
さ
れ
た
Ｊ
も
の
で
あ
っ
て
、
人
間

の
手
労
働
を
主
と
し
、
極
め
て
集
約
的
な
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
播
曽
折
の
区
種
法
は
、
こ
れ
を
立
地
条
件
の
全
く
異
る
江
南
の
稲
作
農
法

の
中
に
採
り
入
れ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
の
ね
ら
い
は
、
春
耕
を
重
視
し
、
移
植
を
行
わ
な
い
直
播
法
を
採
用
し
、
施
肥
に
十
分
留
意

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
水
稲
の
早
期
成
熟
と
多
収
穫
と
を
期
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
そ
の
農
法
を
実
行
す
べ
き
直
接
耕
作
者
佃
戸
等
の
喜
ん
で
採
用
す
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
当
時
の

蘇
州
地
方
に
お
い
て
、
佃
戸
は
通
常
、
秋
の
稲
の
取
り
入
れ
後
、
麦
を
播
き
、
翌
年
の
初
夏
に
収
穫
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
裏
作
の
麦
が
佃

戸
の
収
入
と
な
る
と
い
う
慣
行
が
あ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
水
稲
を
苗
代
仕
立
て
し
て
お
く
こ
と
が
必
須
の
条
件
と
な
る
。
こ
れ

は
曽
折
の
提
唱
す
る
区
種
法
と
相
容
れ
な
い
。
曽
折
に
よ
れ
ば
区
種
法
に
よ
る
収
穫
は
従
来
の
農
法
に
よ
る
表
作
裏
作
の
収
穫
の
合
計
を
上
回

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
佃
戸
側
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
は
Ⅲ
分
達
の
収
入
を
増
す
こ
と
に
は
必
ず
し
も
つ
な
が
ら
な
い
。
す
な
わ
ち

区
種
法
普
及
に
と
っ
て
の
障
害
は
、
む
し
ろ
地
主
ｌ
佃
戸
関
係
と
い
う
当
時
の
社
会
的
関
係
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
す
で
に
林

（
四
）

川
徐
が
李
彦
章
の
細
し
た
『
江
南
催
耕
課
稲
編
』
の
序
文
中
に
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
う
○
．

そ
れ
で
は
彼
の
区
種
法
は
全
く
無
意
味
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
に
は
そ
う
は
出
わ
れ
な
い
。
そ
の
理
山
の
第
一
は
、
曽
折
が

こ
の
よ
う
な
農
法
を
研
究
し
、
そ
の
普
及
を
試
ふ
た
事
実
そ
の
も
の
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
蘇
州
城
中
に
居
住
す
る
不
在
地
主
（
い
わ
ゆ

る
城
居
地
主
）
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
彼
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
ま
で
農
業
生
産
の
増
進
・
安
定
化
を
図
っ
た
根
本
の
原
因
は
、
農

民
の
窮
乏
化
に
よ
る
社
会
不
安
の
増
大
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
巾
の
第
二
は
、
区
種
法
と
い
う
農
法
の
技
術
内
容
に
あ
る
。
彼
の
区

種
法
は
基
肥
を
重
視
す
る
。
こ
の
こ
と
は
現
代
の
い
わ
ゆ
る
有
機
栽
培
農
法
に
つ
な
が
る
も
の
と
一
一
一
一
口
え
る
。
ま
た
蘇
州
地
方
が
江
南
一
般
と
異

り
、
必
ず
し
も
水
稲
二
期
作
ｌ
こ
れ
は
『
江
南
催
耕
課
稲
編
』
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
Ｉ
に
適
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
か
ら
見
て

（
別
）

Ｊ
も
、
生
産
の
社
会
的
関
係
が
変
化
す
れ
ば
、
用
い
る
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
甚
だ
概
略
的
に
て
は
あ
る
が
、
播
曽
折
の
生
涯
と
彼
の
区
種
法
の
意
義
と
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
。
今
後
彼
の
友
人
等
と
の
思
想

的
つ
な
が
り
、
道
光
期
の
江
南
に
お
け
る
水
利
の
問
題
等
が
、
さ
し
あ
た
り
次
の
課
越
と
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て

は
別
の
機
会
を
待
つ
こ
と
と
し
た
い
。
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播
曽
折
に
つ
い
て
（
山
名
）

（
８
）
「
小
浮
山
人
年
譜
」
に
は
こ
の
対
面
を
九
月
の
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
来
新
夏
編
『
林
則
徐
年
譜
』
一
九
八
一
年
、
は
、
こ
れ
を
曽
派
の
記
憶
違
い
で

は
な
い
か
と
し
て
い
る
（
七
二
’
七
三
頁
）
。
い
ま
こ
れ
に
従
う
。

（
９
）
「
小
浮
山
人
年
譜
」
道
光
三
年
条
に
よ
る
。

（
、
）
「
小
浮
山
人
年
譜
」
は
道
光
四
年
の
部
分
か
ら
曽
派
の
子
儀
鳳
の
手
に
な
る
。
道
光
五
年
条
に
、

有
常
課
究
心
大
乗
諸
典
、
嘗
日
、
仏
是
過
去
之
儒
、
儒
是
方
来
之
仏
、

と
あ
る
。
「
小
浮
山
人
」
は
曽
折
が
自
ら
の
前
身
が
浮
渡
山
の
僧
で
あ
っ
た
と
夢
に
見
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

（
ｕ
）
旙
氏
の
一
族
で
、
世
恩
の
従
兄
弟
に
当
る
世
墳
の
子
等
が
設
立
し
た
松
鱗
義
荘
に
つ
い
て
は
、
『
大
阜
播
氏
支
譜
』
に
そ
の
運
営
に
つ
い
て
の
、
か
な

り
詳
し
い
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
豊
豫
義
荘
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
な
お
、
松
鱗
義
荘
に
つ
い
て
は
、
註
（
１
）
の
拙
稿
参

照
。

註（
１
）
播
氏
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
清
末
江
蘇
省
の
義
倉
Ｉ
蘇
州
の
豊
備
義
倉
の
場
合
ｌ
」
『
東
洋
学
報
』
第
五
八
巻
第
一
・
二
号
二
九
七
六
年
三

月
、
「
清
末
江
南
の
義
荘
に
つ
い
て
」
『
東
洋
学
報
』
第
六
二
巻
第
一
・
二
号
、
一
九
八
○
年
一
二
月
、
を
参
照
。

（
２
）
以
下
、
略
歴
は
主
と
し
て
播
世
恩
・
濡
曽
折
撰
（
た
だ
し
曽
沸
の
弟
や
子
等
に
よ
る
追
記
を
含
む
）
『
播
氏
叢
刻
』
所
収
の
「
思
補
老
人
年
譜
」
、
「
小

浮
山
人
年
譜
」
に
よ
る
。
思
補
老
人
は
世
恩
の
号
、
小
浮
山
人
は
曽
折
の
号
で
あ
る
。

（
３
）
前
掲
「
小
浮
山
人
年
譜
」
嘉
慶
二
十
五
年
条
に
「
是
歳
父
親
在
京
為
余
報
指
中
書
」
と
あ
る
。

（
４
）
『
大
陸
雑
誌
』
第
三
六
巻
第
四
期
、
一
九
六
八
年
二
月
。

（
５
）
前
註
論
文
所
引
の
花
文
欄
『
中
国
近
代
史
上
』
一
九
五
五
年
、
田
中
正
美
「
宣
南
詩
社
の
人
々
」
（
第
三
十
回
東
洋
史
談
話
会
発
表
論
文
要
旨
）
等
。

（
６
）
田
中
正
美
氏
も
謝
氏
の
批
判
を
ふ
ま
え
、
「
危
機
意
識
・
民
族
主
義
思
想
の
展
開
ｌ
ァ
っ
戦
争
直
前
に
お
け
る
ｌ
」
『
講
座
中
国
近
現
代
史

１
』
所
収
、
一
九
七
八
年
四
月
、
に
お
い
て
こ
れ
を
認
め
て
お
ら
れ
る
。

（
７
）
曽
派
の
詩
文
を
収
め
た
「
功
甫
小
集
」
ｓ
満
氏
叢
刻
』
所
収
）
巻
八
、
「
宣
南
詩
会
図
日
題
」
の
後
に
付
せ
ら
れ
た
朱
綬
（
彼
も
詩
社
同
人
の
一
人
）

と
、
後
年
述
懐
し
て
い
る
。
功
甫
（
な
い
し
功
甫
舎
人
）
は
曽
折
の
号
の
一
つ
で
あ
る
。

「
小
浮
山
人
年
譜
」
に
は
こ
の
対
面
を
九
月
の
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
来
新
夏
編
『
林
則
徐
年
譜
』

は
な
い
か
と
し
て
い
る
（
七
二
’
七
一
一
一
頁
）
。
い
ま
こ
れ
に
従
う
。

に
よ
る
「
附
宣
南
詩
会
図
記
」
に
、

、
〃
「
字
け
Ⅲ
脚
０
仁
Ｉ
Ｊ
－
ｒ
ｉ
一
一
一
一
Ｎ
二
一
戸
ｒ
什
卜
一
一
二
順
Ｃ
Ｌ
刀
Ｉ
▽

諸
君
又
皆
能
以
風
雅
之
才
、
求
康
濟
之
学
、
今
之
官
於
外
者
、
莫
不
沈
毅
潤
達
卓
卓
然
有
所
表
見
、
則
足
信
斯
会
之
不
几
、
而
功
甫
之
取
友
為
不
可

及
、

七
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（
、
）
な
お
、
四
名
の
佃
戸
が
豊
豫
義
荘
に
属
す
る
佃
戸
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
賞
与
が
義
荘
よ
り
出
さ
れ
た
こ
と
、
翌
年
知
府
に
出
さ
れ
た
呈
文
中
に
「
上
年

十
二
月
、
曽
將
本
荘
試
行
区
田
成
效
、
稟
明
前
府
憲
命
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
彼
等
が
直
接
耕
作
者
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と

も
豊
豫
義
荘
に
対
し
て
名
目
上
の
佃
戸
で
あ
っ
て
、
彼
等
の
下
に
直
接
耕
作
者
が
い
た
の
か
、
に
つ
い
て
は
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
巴
）
「
小
浮
山
人
年
譜
」
に
は
、
道
光
九
年
条
に
「
是
年
、
在
封
門
外
試
種
区
田
、
再
試
再
験
、
遂
詳
定
規
制
、
著
直
識
三
十
二
條
」
と
あ
り
、
『
豊
豫
荘
本

書
』
中
の
「
播
豊
豫
荘
課
農
区
種
法
」
に
は
、
題
の
下
に
「
戊
子
年
（
道
光
八
年
）
初
定
」
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
八
年
の
試
行
の
段
階
で
、
す
で
に
原
初

的
な
も
の
が
作
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
ｕ
）
こ
の
こ
と
は
『
播
氏
叢
刻
』
所
収
の
「
功
甫
小
集
」
に
収
め
ら
れ
た
多
数
の
詩
文
の
応
酬
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
彰
穂
燦
の
属
す
る
彰

氏
に
つ
い
て
は
、
註
（
１
）
拙
稿
の
後
者
参
照
。

（
応
）
『
林
文
忠
公
政
書
』
巻
二
「
江
蘇
奏
稿
」
所
収
の
諸
奏
稿
参
照
。

（
脳
）
『
豊
豫
瀧
本
書
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
天
野
元
之
助
箸
『
中
国
農
業
史
研
究
』
琳
補
版
、
一
九
七
九
年
、
御
茶
の
水
書
房
、
三
六
九
頁
参
照
。

（
Ⅳ
）
「
豊
豫
荘
課
耕
会
記
」
。
『
豊
豫
荘
本
書
』
所
収
。

（
Ｂ
）
王
航
瑚
輯
『
区
種
十
種
』
一
九
五
五
年
、
北
京
、
財
政
経
済
出
版
社
、
西
山
武
一
・
能
代
幸
雄
訳
『
斉
民
要
術
上
』
、
昭
和
一
一
三
年
、
東
京
大
学
出

版
会
、
六
三
頁
、
天
野
元
之
助
前
掲
書
等
。

（
四
）
天
野
前
掲
書
、
一
一
一
六
九
’
三
七
○
頁
、
来
新
夏
前
掲
書
附
録
、
参
照
。

（
幻
）
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
中
国
に
お
い
て
も
、
ま
た
日
本
に
お
い
て
も
、
水
稲
の
早
期
栽
培
は
品
種
改
良
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
方
向
を
と
っ
て
き
た
。

補
註

法
政
史
学
第
三
十
七
号

筆
者
は
か
つ
て
註
（
１
）
拙
稿
の
後
者
一
○
三
頁
に
お
い
て
、
成
豊
四
年
に
曽
折
が
存
命
中
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
記
し
た
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
の

で
、
こ
の
場
を
併
り
て
左
記
の
如
く
一
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

第
九
行
目
誤
成
豊
四
年
、
世
恩
の
死
後
に
、
は
じ
め
て
そ
の
子
、
Ⅲ
曽
祈
の
手
に
よ
っ
て
：
…
・

正
成
豊
四
年
、
世
恩
の
死
後
に
、
は
じ
め
て
そ
の
子
孫
の
手
に
よ
っ
て
・
・
・
・
・
・
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